
平
展
開
胸
術
（
？

3
叶
7
0
3

－gg
E
W）

就
d

プ

（
完
結
）

講

師

京

都

帝

国

大

撃

墜

事

部

外

科

撃

教

室

由

茅

第

五

章

卒
陸
開
胸
術
ノ
現
況
詑
Z
終
齢

醤
畢
士

五

四

前
諸
章
ニ
於
ア
、
平
座
開
胸
術
ヲ
危
険
J

プ
ア

Y
ト
ス

Y
議
論
ガ
専
－
フ
動
物
質
験
、
或
A

墜
事
ノ
比
較
的
幼
稚
ナ
時
代
一
一
行
A

レ
タ
極
少
数
ノ

臨
床
例
ヲ
基
礎
ト
ジ
ア
ナ
サ
レ
ア
居
Y
関
係
上
、
ト
モ
ス
レ
バ
想
傑
ト
濁
断
ト
ガ
織
9
コ
？
レ
ア
居
リ
ノ
、
従
－
ア
論
懐
ヲ
一
層
薄
弱
ナ
モ
ノ
エ
ジ

タ
観
ガ
ア

Y

ヨ
ト
、
之
一
一
反
シ
ア
近
時
人
憶
手
術
品
川
ラ
得
タ
多
数
ノ
経
験
A

何

v
三
積
極
的
－
一
平
魅
開
胸
術
ガ
危
険
デ
ナ
イ
ト
云
フ
事
質
ヲ
明

示
シ
ヅ
、
ア

Y

コ
ト
ヲ
逃
ペ
タ
。
爾
・
来
卒
座
開
胸
術
反
割
論
者
A

、
此
ノ
後
者
ノ
主
張
ヲ
覆
ス
ペ
キ
何
等
ノ
反
読
ア
毛
提
示
シ
ア
居
ナ
イ
ノ
デ

ア
Y
。
然
ジ
ナ
ガ
夕
、
平
腫
開
胸
術
常
否
ノ
論
議
A

此
ヲ
以
ア
蓋
テ
レ
ア
A

居
ナ
ィ
。
或
人
A

異
座
装
置
ヲ
路
用
ジ
夕
方
ガ
患
者
ノ
術
後
ノ
快

復
ガ
蓮
イ
デ
ア
ロ
ヲ
ト
云
ヒ
、
又
ア
グ
’人
大
手
術
－
一
ヨ

Y
死
巳
率
ガ
卒
座
開
胸
術
ノ
場
合
ニ
遁
カ
ニ
大
デ
ア
w
y

ト
設
キ
、
或
A

又
、
長
時
間
ヲ

要
ス

Y
開
胸
手
術
、
衰
弱
者
、
老
人
等
A

到
底
卒
座
開
胸
術
デ
A

遂
行
デ
キ
ナ
イ
ト
主
張
ス

Y
等
懸
案
A

向
ホ
頗
Y
多
ィ
。
而
～
v
－プ
此
ヲ
解
決
ス

U
Y

ニ
A

ド
ウ
ノ
ジ
ア
モ
同
ジ
時
代
昌
平
行
シ
ア
行
A

V

タ
異
師
団
、
卒
降
雨
開
胸
術
ノ
寅
例
ヲ
統
計
的
－
一
観
察
ス
グ
’ヨ
wy
他
－
一
途
A

ナ
ィ
。

繰
η
ノ
返

ス
ヤ
ク
デ
ア
y
d
N

、
呉
服
装
置
左
担
論
者
川
、
ト
モ
ス
V

バ
、
十
九
世
紀
ノ
後
竿
ノ
卒
座
開
胸
術
例
ト
二
十
世
紀
以
後
ノ
異
川
崎
開
胸
術
例
ト
ヲ
比

鞍
シ
－
プ
直
チ
－
一
以
ア
其
泌
劣
ヲ
決
定
セ
ク
ト
ス

y
c
誤
謬
A

ソ
コ
カ
ラ
費
ス
M
Y

ノ
デ
ア

Y
。
何
ト
テ
v

j

、
此
等
手
術
成
績
ヲ
支
配
ス

Y
健
件

A

軍
ュ
異
腿
ト
云
ヒ
卒
賭
ト
云
フ
原
則
的
ノ
相
違
勤
ダ
ケ
デ
A

ナ
ク
、
手
術
ノ
時
期
、

一週
臆
症
ノ
選
探
、
手
術
ノ
手
技
、
麻
酔
術
、
後
療
法
等

閥
係
ス

Y
所
極
メ
－
プ
庚
ク
、
加
之
該
諸
僚
件
A

此
宇
世
紀
間
二
割
時
代
的
ノ
進
歩
ヲ
経
ア
居
Y
カ
ラ
デ
ア
Y
。

今
ヤ
我
等
d
N

平
岡
腔
閲
胸
術
A

上
来
ノ
大
懸
案
ヲ
解
決
ス
ペ
キ
試
練
ノ
道
程
－
一
ア
U
F

。

第
｝九
h
E

F『

趨

出

茅

康
』J

而
u
v
d

－
プ
此
破
天
荒
ノ
雄
闘
ガ
欧
米
ノ
皐
界
－
二
歩
ヲ

一
三
四
七

（第
六
時溺

一六一一一）



第
五
巻

F『

臨

床
』」

由

茅

一
三
四
八

〈
第
六
時
制

一
六
回
〉

先
ン
ジ
ア
、
我
ガ
闘
ニ
行
A

V

ヅ
、
ァ
Y

一
事
A

以－
7
意
ヲ
張
ク
ス
W
y

－－足
Y

毛
ノ
ガ
ア

y
o
果
ジ
ア
然
－
プ
バ
我
闘
ユ
一
於
ケ
Y
平
岡
川
開
胸
術
ノ

現
況
A

如
何
。

一
九
二
五
年
（
大
正
十
四
年
）
第
二
十
六
回
日
本
外
科
事
曾
－
一
於
ア
、
工
藤
博
士
A

鳥
潟
数
授
指
導
ノ
下
二
元
成
シ
タ

y

『
人
鱒
－
一
一
於
ケ
Y
偏

側
平
腹
開
胸
術
ノ
質
験
的
基
礎
』
ナ
Y
業
蹟
ヲ
按
表
シ
、
『
家
兎
－
一
一
於
－
7
A
左
右
何
レ
カ
一
方
ノ
胸
腔
ヲ
平
腿
ノ
下
－
一
ア
直
チ
ニ
一
切
開
ス
U
Y

コ

ト
A

何
等
ノ
危
険
ヲ
モ
件
ナ
A

ザ
Y

モ
ノ
ナ

9
、
特
－
一
左
胸
切
開
ニ
於
ア
然

y
。
人
間
－
一
一
割
シ
ア
ノ
偏
側
卒
厩
開
胸
術
A

縦
隔
膜
ノ
移
動
範
国

ト
胸
膝
内
容
ノ
庚
サ
ト
ノ
開
係
上
、
家
兎
－
一
於
ケ
Y

ヨ
リ
モ
一
史
－
二
層
危
険
ナ
キ
モ
ノ
ト
推
定
セ
ラ
Y

、
』
旨
ヲ
遁
プ
Y
所
ガ
ア
ツ
タ
。
此
業

蹟
A

従
来
欧
州
大
戦
デ
ノ
経
験
及
】
）
コ
ヨ
ニ
等
ノ
主
張
ス
Y
臨
床
的
事
質
－
一
割
シ
、
初
メ
ア
葉
魂
デ
ア

y
oヘ
キ
皐
術
的
根
接
ヲ
典
へ
h
q

’モ

ノ
デ

皐
者
ノ
注
意
ガ
期
セ
ズ
ジ
ア
此
ニ
集
中
セ
－
フ
レ
タ
ヲ
ト
A

営
然
デ
ア

y
。
席
上
、
鳥
潟
数
授
A

其
「
ク
リ
ノ
ニ
ツ
ク
」
カ
ラ
卒
臆
開
胸
術
ヲ
施
＋
ノ
レ

夕
食
道
筋
ト
食
道
狭
窄
ト
ノ
ニ
寅
例
ヲ
供
覧
ジ
ア
、
前
記
推
定
ノ
過
説
デ
ナ
イ
コ
ト
ヲ
敷
街
セ

ラ
レ
タ
。
コ
ノ
ニ
例
コ
ソ
A

我
園
ュ
炉
、
ヶ
Y
記

念
ス
イ
キ
最
初
ノ
平
時
間
胸
術
例
デ
ア
ツ
タ
ガ
、
此
ユ
山
首
ス
グ
’
諸
家
ノ
意
見
ヲ
綜
合
ス

Y

－
一
、
討
論
ノ
最
後
三
ニ
宅
曾
長
ガ
遇
ぺ
－
フ
レ
タ
如
ク

『
動
物
質
駿
－
一
際
ジ
ア
、
ソ
ノ
動
物
ノ
種
類
－
一
依
ア
、
異
陣
装
置
ノ
用
、
不
用
ガ
ア

y
、
ザ
ウ
ノ
ヱ
w
y

プ
Y

ツ
ア
氏
ガ
同
器
械
ヲ
作
製
ジ
タ
意
味

A

、
人
慨
手
術
デ
モ
不
用
ノ
場
合
モ
ア
Y
ガ
向
全
然
不
用
ト
申
サ
レ
ナ
イ
ト
云
フ
勤
一
一
ア
Y
カ
ラ
、
コ
レ
ダ
ケ
ノ
症
例
ヲ
以
ア
ジ
ア
A

業
用
、

不
用
ヲ
決
定
ス
w
y

ニ
A

除

p
－
孟
且
富
デ
ナ
イ
』
ト
云
フ
ニ
ア
ツ
タ
。

我
等
A

、
其
則
、
不
用
ア
決
定
ス
w
て
で
充
分
ナ
w
y

症
例
ト
云
プ
ノ
ガ
果
シ
ア
幾
何
例
ヲ
意
味
ス

Y

ヤ
ヲ
知
－
フ

ヌ
。
只
、
現
A
1
平
膝
開
胸
術
反

針
論
者
ガ
漫
然
稀
ブ
Y
如
ク
『
ア
U
Y

不
定
ノ
解
キ
難
キ
率
ュ
於
ア
生
命
ヲ
危
険
ニ
瀕
セ
ジ
ム
』
底
ノ
見
解
ヲ
以
ア
之
－
－
一
臨
ン
グ
ナ
ク
バ
百
年
河

清
ヲ
待
ッ
－
ぷ
守
シ
ク
、
如
何
－
一
多
数
ノ
安
全
例
ヲ
重
ヌ
M
F

ト
モ
終
－
一
或
A

永
久
－
一
異
瞬
間
装
霞
ノ
不
用
ヲ
決
定
ス
山
戸
時
機
ガ
来
ナ
イ
デ
ア
ロ
ヲ
事

ヲ
懐
レ
M
F

モ
ノ
デ
ア
M
Y

。
サ
レ
バ
嘗
時
鳥
潟
致
授
ガ
過
ペ
ラ
レ
タ
如
ク

『
麗
座
装
置
ナ
ク
ア
毛
手
術
ノ
出
来
Y
患
者
A

除
外
例
デ
ア

Y
ヵ
、
或

A

逆
ニ
一
鑓
略
装
置
無
ケ
レ
バ
手
術
ガ
不
可
能
デ
ア
Y
椋
ナ
居
者
ノ
方
ガ
却
－
7
例
外
デ
ア
Y
カ
』
ヲ
決
定
ス

Y
事
宅
必
要
＝
一
二
逼
ナ
イ
ガ
、
更
－
一

一
歩
ヲ
進
メ
ア
同
一
科
度
ノ
胸
腔
外
科
手
術
デ
、
平
崎
開
胸
術
－
一
A

堪
ヱ
ナ
ク
共
異
師
服
装
置
膝
用
ノ
下
デ
A

優
ニ
可
能
デ
ア
Y

ヤ
ク
ナ
場
合
ガ



ア
Y
カ
奈
何
カ
、
或
A
逆
－
一
異
膝
装
置
ノ
下
デ

A
遂
行
出
来
ナ
イ
デ
毛
卒
座
開
胸
術
デ

A
優

－一
可
能
デ
ア

Y
場
合
ガ
ア
リ
A

ジ
ナ
イ
カ
ヲ
決

定
ス

Y
ト
云
プ
態
度
デ
此
由
一
臨
ム
コ
ト
ガ
最
大
切
デ
ア

Y
ト
思

A
V
Y
。

其
後
二
九
二
七
年
（
昭
和
二
年
）
横
田
博
士
ノ
観
察
－
一
依
Y
ト
京
都
帝
大
外
科
教
室
ノ
平
路
開
胸
術
例
A

噴

p~ 

癌

b、．
民

道

癌

＋
巾
悶
H
Hリ

結

核

中

隔

資

腫

蕩

胸

腔

寒

性

膿

務

肉

腫

肺

轄

移

食

道

飯

張

症

ι』
4

一＝ロ

此
内

右
側
ヲ
開
ヒ
タ

Y
モ
ノ

左
側
ヲ
開
ヒ
タ
M
F

毛
ノ

男

十

一

例

女

デ
ア
Y
。
開
胸
時
間
カ
ラ
云
ヘ
バ

十
五
分
乃
至
四
十
八
7

時
間
以
上
ノ
モ
ノ

第
五
血
管

F『

磁

床、J

玉

伊

四

.W1J ザ1]{71j 伊l例{71} 
一
五
例

1111 

十
二
例四

ザリ

五

{71} 

十

（
最
長

二
時
間
二
十
分
）

{fl} 

由

茅

一一一一四九

一
六
五
）

〈
第
六
就



第
五
谷

F、
臨

床
~ 

由

茅

一
三
五

O

〈
第
六
時
蜘

一
六
六
）

開
放
口
ノ
大
ず
川
、
長
サ
十
三
1

十
五
糎
、
幅
七

l
十
二
糎
。

手
術
ノ
種
類

試

験

的

関

胸

横
隔
膜
ヲ
切

y
胃
ア
胸
腔
－
一
引
出
uv
検
シ
タ
Y

毛
ノ

整
形
手
術
ヲ
施
ジ
タ
Y

モ
ノ

「
フ
レ
ニ
コ
ト
ミ

1
」

五四

.W1J例研iJ例

（
胸
腔
内
）

腫

蕩

刻

肺
組
織
試
験
的
切
除
出

w1J w11 

以
上
ノ
中
肋
膜
－
一
多
少
ノ
癒
着
ノ
存
シ
タ
モ
ノ
五
例
デ
他
ノ
十
例
－
一
A

癒
着
ノ
痕
跡
ダ
モ
ナ
カ

ツ
タ
ガ
、
一
例
モ
平
暦
ナ

y
ジ
タ
メ
ノ
危
険
症

賦
－
一
遭
遇
セ
ズ
。
タ

v
開
胸
ノ
瞬
間
二
「
ア
プ
ノ
ヱ
」
ヲ
皇
シ
タ
毛
／
ガ
四
例
ア
ツ
タ
ガ
何
レ
モ
数
秒
ノ
後
－
一
A

再
ピ
呼
吸
ヲ
侠
復
ジ
タ。

服

持
モ
大
韓
整
調
ヲ
保
チ
、
タ

v
心
嚢
－
一
鈎
ナ
げ
「
ヲ
カ
ケ
タ
時
グ
ケ
ニ
不
整
－
一
ナ
Y
ノ
ヲ
見
タ
。
右
症
例
中
、
辻
村
皐
士
（
一
九
二
八
年
）
ガ
報

告
ジ
タ
特
費
性
食
道
繍
張
症
ニ
珂
シ
ア
貫
通
横
隔
膜
的
ユ
噴
門
幣
形
術
ヲ
行
ツ
タ
一
例
ガ
開
胸
時
間
ノ
最
高
記
録
デ
ア
ツ
ア
貫
－
一

二
時
間
二

十
分
、
綿
手
術
時
間
三
時
間
四
十
分
三
日
一ツ

ア
居
y
。

此
思
者
A

十
七
歳
ノ
時
カ
ラ
二
十
五
歳
ノ
現
在
－
一
至
Y

マ
デ
漸
究
増
悪
シ
タ
本
荒
ノ
タ
メ
ユ
極
度
三
衰
弱
ジ
手
術
前
ノ
計
測
－
一
ヨ
レ

バ
、
身

長
一
五
一
糎
、
胸
悶
七

Q
棟
、
轄
重
僅
三
二
九
研
－
一
過
ギ
ナ
カ
ツ
タ
ノ
デ
ア
Y
ガ
、
前
記
ノ
大
手
術
ニ
封
シ
ア
モ
何
等
異
縫
ヲ
呈
セ
ズ
、
想
日

夏
ニ
胃
建
造
設
術
ア
行
ア
コ
ト
ガ
出
来
タ
程
デ
ア
ツ
タ
。

以
上
ノ
外
、
同
数
室
大
津
博
士
A

一
九
二
八
年
（
昭
和
三
年
）
第
二
十
九
回
日
本
外
科
皐
曾
－
一
、
卒
腰
開
胸
術
ノ
下
ニ
行
A

V

タ
Y
洞
横
隔

膜
的
噴
門
整
形
術
／
一
治
験
俳
ヲ
報
告
ジ
タ
。
ソ
レ
ユ
依
v

j

川
刈
利
引
い
検
査
及
試
験
的
開
腹
術
ニ
ヨ
ツ
ア
特
様
性
食
道
慌
一
張
痕
ト
診

断
サ
レ
タ
二
十
歳
ノ
男
子
患
者
－
一
（
一
）
左
側
卒
座
開
胸
術
（
二
）
左
横
隔
膜
紳
鰹
胸
膝
内
切
断
さ
己
食
道
剥
離
（
四
）
食
道
裂
口
ヨ

p
放



線
航
－
一
横
隔
膜
ヲ
切
開
シ
腹
腔
ト
胸
膝
ヲ
蓮
遁
セ
シ
メ
ア
食
道
下
端
及
胃
噴
門
部
ヲ
術
野
－
一
現
A

シ

形
術
－
一
倣
ヒ
噴
門
成
形
術
ァ
行
ヒ
（
ム
ハ
）
噴
門
手
術
部
ヲ
腹
腔
内
二
位
置
セ
シ
メ

Y
ヤ
ヲ
横
隔
膜
ヲ
ソ
ノ
上
部
－
一
ア
食
道
壁
－
一
縫
着

ジ
（
七
）

肋
膜
腔
ヲ
閉
鎖
（
入
）
左
側
胸
腔
内
昼
気
吸
引
排
除
ノ
順
序
デ
手
術
的
慮
置
ヲ
施
シ
、
開
胸
時
間
二
時
間
十
五
分
－
一
亘
ヅ
タ
ガ
何
ラ
ノ
危
険
症

朕
毛
無
カ
ツ
タ
バ
カ

y
カ
術
後
患
者
A

著
シ
ク
樫
快
シ
ア
柴
養
ヲ
侠
復
ジ
優
－
一
生
業
（
大
工
）
－
一
服
ジ
得
Y

－
一
至
ツ
タ
。

同
年
教
室
ノ
青
柳
皐
士
A

極
メ
e

プ
興
味
深
イ
平
座
開
胸
開
腹
術
（
3
・2
0
凶

dug－乙
E］
3
5
5
件。
zo）
／
一
例
ヲ
報
告
シ
タ
。
患
者
A

噴
門
癌
ヲ

有
ス

Y
四
十
二
歳
ノ
男
子
デ
頗
Y
柴
養
ノ
衰
ヘ
タ
？
ニ
ア
ア
ツ
タ
ガ
、
開
腹
術
（
左
直
腹
筋
外
切
開
）
ニ
ヨ
ツ
ア
腫
湯
ガ
小
轡
カ
ラ
噴
門
、
食
道

ニ
マ
デ
浸
潤
シ
－
プ
居
U
F

コ
ト
ヲ
確
カ
メ

Y

2
ト
プ
出
来
タ
。
夏
－
一
一
進
ン
デ
食
道
ノ
朕
態
ア
知
Y
タ
メ
ニ
腹
部
切
開
線
ヲ
胸
壁
－
一
向
ツ
ア
延
長

シ
ア
第
八
肋
骨
－
一
蓬
シ
、

y
コ
カ
ラ
肋
骨
－
一
泊
プ
ア
後
方
肩
脚
線
－
一
一
終
Y
弧
線
ヲ
描
カ
ジ
メ
ア
皮
膚
購
ァ
郁
展
シ
、
第
六
、
七
肋
骨
ヲ
各
十
二

糎
宛
切
除
シ
タ
。
衣
デ
季
肋
都
ヲ
縦
切
シ
肋
膜
ヲ
開
ヒ
ア
胸
腔
－
一
入
リ
、
横
隔
膜
紳
経
ヲ
切
断
γ
、
季
肋
部
カ
ア
食
道
裂
口
ニ
向
ツ
ア
横
隔
膜

ヲ
切
開
ジ
ア
悲
－
一
苧
腫
閥
胸
開
腹
術
ア
完
成
シ
タ
じ
不
幸
ュ
シ
ア
此
例
A

周
園
ト
ノ
癒
着
ガ
強
ク
ア
噴
門
切
除
－
一通
ジ
ナ
カ
ツ
タ
鏡
、
開
胸
五

十
九
分
ノ
後
胸
壁
創
ヲ
閉
鎖
シ
、
胃
痩
造
設
ア
以
ア
手
術
ヲ
終
ヅ

タ
ノ
デ
ア

Y
ガ
、
手
術
創
A

何
レ
毛
一
期
ニ
癒
合
シ
患
者
A

術
後
十
二
日
目

ニ
自
分
ノ
都
合
デ
退
院
ジ
ア
行
ツ
タ
。
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F0・
E
r
E
K
N
氏
向
門
成

京
都
帝
大
外
科
致
室
ノ
卒
魅
開
胸
術
例
A
A
1
ヤ
線
計
二
十
一
例
－
ご
遥
シ
、
未
グ
害
－
プ
坊
間
－
一
流
説
サ
レ
タ
ヤ
ク
ナ
危
険
症
朕
－
ニ
遭
遇
シ
タ
コ

ト
ガ
ナ
ィ
。
殊
－
一
開
胸
開
腹
術
ト
云
フ
ガ
如
キ
、
異
座
装
置
－
一
全
幅
ノ
信
頼
ヲ
カ
ケ
－
プ
居
Y
欧
米
デ
ス
ラ
従
来
殆
ド
類
例
ヲ
見
ナ
イ
術
式
ガ
平

腫
ノ
下
デ
優
－
一
質
行
＋
ノ
レ
得
Y

－
一
至
ツ
タ
コ
ト
コ
特
筆
ス
ペ
キ
進
歩
ト
ジ
ア
コ
、
ニ
推
賞
ス

Y
ヲ
樺
－
フ
ヌ
所
デ
ア

Y
。
従
来
難
事
中
r
至
難

事
ト
セ
ラ
レ
タ
胸
部
食
道
ノ
手
術
ノ
知
キ
宅
此
術
式
ヲ
膝
用
シ
一
プ
或
A

一
新
生
面
ヲ
開
拓
ス
U
Y

一
一
至
七
プ
ア
ロ
ウ
ノ
。

我

等
A

今
後
此
方
面
ノ

外
科
ニ
於
ア
制
目
λ

ペ
キ
報
告
ア
手
－
一
ス

Y
日
ノ
遠
ク
ナ
イ
ヨ
ト
ヲ
縞
カ
二
期
待
ス

Y

モ
ノ
デ
ア
Y
。

卒
魅
開
胸
術
ニ
開
ス
U
Y

個
々
ノ
手
技
、
或
A

麻
酔
法
ノ
選
捧
等
－
一
就
－
7

A

稿
ア
改
メ
ア
遮
ペ

Y

コ
ト
、
ジ
夕
、
只
一
言
附
加
ジ

タ
ク
思
A

レ
M
Y
A

、
従
来
開
胸
術
A

殆
ス
ペ
ア
全
身
麻
酔
ノ
下
デ
行
A

V

、

ω
2
3ヴ
ヨ
ロ
グ
ノ
如
キ
毛
『
異
腫
装
置
ヲ
全
身
麻
酔
ナ
ジ
デ
肺
応
用
ス
UF

F

A

第
五
巻
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臨
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由

茅

一
三
五
一
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第
六
時
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一
六
七
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空
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組
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ト
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組
盤
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醤
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ヘ
，
，
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E
雲
導
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苦
手
ふ
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、
組
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れ
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1
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れ
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ペ
ミ
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末
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命
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~
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醤
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鵠
Y
爪
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a
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翁
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モ
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齢
、
自
E
，
日
本
外
科
撃
曾
雑
誌
，
大
正
十
四
年
．

2
)
 工
藤
八
郎
，
日
本
外
科
寅
鴎
，
大
正
十
四
年
．

3) 
鳥
潟
彊
三
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日
本
外
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撃
舎
雑
誌
，
大
正
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年
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)
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日
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外
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合
雑
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・
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辻
村
秀
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胸
術
ノ
下
＝
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ハ
レ
タ
ル
洞
横
隔
膜
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噴
門
成
形
術
ノ
一
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H
；本
外
科
賓
幽
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f虎
五
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，

第
二
盟
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昭
和
三
年
．

6
)
 青
柳
安
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医
関
脇
腹
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品
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外
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五
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銭
・
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大
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胸
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外
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・
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遼
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胸
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レ
ダ
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噴
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成
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術
／
－
1担j，
日
；本
外
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曾
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図
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開
胸
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＝
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腫
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／
創
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本
外
務
賓
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第
三
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器
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回
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胸
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性
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含
雑
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大
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十
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山
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鈴
木
常
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，
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京
審
事
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昭
和
二
年
十
一
月
，

13) 
由
茅
ニ
五
回
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雨
側
関
胸
術
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隠
用
セ
ラ
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ペ
キ
補
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呼
吸
髪
置
＝
関
ス
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撃
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雑
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